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病
院
で
は
、
エ
イ
ズ
を
中
心

に
し
た
治
療
の
ほ
か
、
エ
イ
ズ

予
防
教
育
、
エ
イ
ズ
治
療
に
対

応
で
き
る
医
師
・
看
護
婦
の
養

成
も
行
う
。
運
営
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
師
と
、
ウ

ガ
ン
ダ
医
師
会
の
医
師
が
共
同

で
行
う
。
今
年
度
中
に
建
設
地

を
決
め
て
、
来
年
４
月
以
降
に

着
工
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
ま
ぺ
病
院
内
に
、
ア
フ
リ
カ

人
の
手
で
ア
フ
リ
カ
を
救
お
う

と
ウ
ガ
ン
ダ
医
師
会
な
ど
が
中

心
に
結
成
を
決
め
た
「
ア
フ
リ

力
多
国
籍
医
師
回
」
の
事
務
局

を
設
置
す
る
。
「
小
倉
　
孝
保
」

　
　
　
　
◇

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

国
連
機
関
な
ど
へ
の
寄
付
に
加

え
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
も
た
ち

を
エ
イ
ズ
か
ら
救
う
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
救
援
金
は
左
記
へ
郵
便
振

替
か
現
金
書
留
で
送
金
い
た
だ

く
か
、
直
接
ご
持
参
下
さ
い
。

　
〒
５
３
０
－
5
1
　
大
阪
市
北

区
梅
田
３
の
４
の
５
、
毎
日
新

聞
大
阪
社
会
事
業
団
「
海
外
救

援
金
」
係
（
郵
便
振
替
・
０
０

９
７
０
－
９
－
１
２
８
９
１
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ
訓
練
セ
ン
タ
ー
も

一
り
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部

　
ヨ
・
作
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
は

・
芦
1
4
日
ま
で
に
、
現
地
に
子
ど
も

髭
病
院
を
建
設
す
る
方
針
を
決

靉
や
ウ
ガ
ン
ダ
医
師
会
な
ど
と

言
具
体
的
な
調
整
に
入
っ
た
。
本

紙
の
「
飢
餓
・
貧
困
・
難
民
救

済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
同
国
の

エ
イ
ズ
被
害
を
取
り
上
げ
た
と

こ
ろ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
内
で
本
格
的

な
子
ど
も
病
院
建
設
の
計
画
が

持
ち
上
が
っ
た
。
来
年
度
か
ら

５
年
計
画
で
、
運
営
は
同
医
師

会
と
協
力
し
て
あ
た
る
。
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
、

ア
フ
リ
カ
の
エ
イ
ズ
対
策
の
だ

ＡＭＤＡ建設へ

現地医師会

と５ヵ年計画
め
に
本
格
的
病
院
を
建
設
す
る

の
は
初
め
て
。
ア
フ
リ
カ
で
活

動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
医
師
の
訓
練

セ
ン
字
－
も
置
く
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
１
９
８
２
年

以
来
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
が
拡

大
。
現
在
患
者
数
約
５
万
人
。

感
染
者
は
そ
の
数
十
倍
に
も
な

ｎ
べ
2
0
代
、
3
0
代
で
は
４
人
に

１
人
が
感
染
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
母
子
感
染
率
も
2
0
％
を

超
え
、
感
染
し
た
乳
児
は
8
0
％

が
２
歳
ま
で
に
死
亡
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
の
現
状
を
款

お
う
と
9
5
年
４
月
、
首
都
・
カ

ン
パ
ラ
に
現
地
事
務
所
を
設

置
。
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
畔
の
小
さ

な
村
に
、
週
１
日
、
医
師
が
巡

回
す
る
小
さ
な
診
療
所
を
建
設

し
た
実
績
が
あ
る
。
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